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日本型ものづくりの再創生

Re-invention of Japanese Way “MONOZUKURI" 

神田雄一女

1 .はじめに

2 0 1 3年度版の「ものづくり白書j の基調では，

1 )我が国ものづくり 産業が直面する諜題と展望， 2) 

ものづくり人材の育成と製造基盤の強化，さ らに3)も

のづくりの基盤を支える教育・研究開発などからなって

いる 1)。いずれの課題も早急に解決しなければならない

課題ではあるが，中でも注目すべき課題として「高性

能 ・高品質であれば売れる」からの脱却と「新たな製造

基盤の構築」が挙げられており，これらの課題は今後の

我が国のものづくりを考える上からも極めて」重要であ

る。 図 lは，我が国を代表する優れたものづくり技術

により実現されている製品を示 したものであるが，これ

らに比してスマー トフォン，コンピュータ，多機能テレ

ビなどの製品は海外における競争力を失っているのも

事実である。

一方，2 0 1 1年 3月 11日に起きた未曾有の東 日本

大震災における生産拠点の壊滅的な被害と原子力発電

所の崩壊事故によるエネルギー問題は我が国のものづ

くり 基盤の再構築を新たに求めているc本稿ではこれら

の背景を基に新たな白本型ものづくりの再創生を考え

てみたい。

代表的なものづくり

自動車

図1 我が国を代表するものづくり製品
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2. ものづくりの復興と再生

2. 1 生産パラダイムの転換

ものづくりの歴史を辿ってみると，今までに四つの大

きなパラダイムシフトがあった2)。古来よりものづくり

は入手によってなされてきたが， 1700年代からの機械

の発明，産業2革存命による機械化の進展は第一のパラ夕ダダ、マ、

ムシフ卜を起こす大きな要因となつた。それに続く 19 

00年代半初刀頭のフオ一 ドによる 自動車の製造に見られ

る生産システムの変革はいわゆる「フオ一ド、シンステム」

として自3宙動討訪]車のみならず多数の機械や家電製品の製造

に広く用いられた。第二のパラ夕ダマイムシフ トは，194 

5年に開発されたコ ンビュータをトリガーとして起こ

り，コンビュータを中核とした生産システムの進展であ

る。今やコンビュータによる設計 ・生産が主流となりイ

ンターネットによるボーダレスなものづくりに進んで

いる。このような中で 1990年代後半より 環境問題の

顕在化さらにコンビュータ中心のものづくりから人間

中心のものづくりへの転換が叫ばれ第三のパラダイム

シフトへの大きな誘因となった。21世紀に入り環境問

題，生物多様性の配慮などを中心と した持続可能性への

追求がものづくり環境の大きな変革要素となり ，その中

で起きた東日本大震災による生産システムとエネルギ

ーの見直しは新たな第四のパラダイムシフトへと向わ

せた。

2. 2 日本型ものづくりの創成

東日本大震災iこより我が国のものづくりの在り方に

ついて再考を迫られたが，それは以下のような背景があ

る。第一は，今更ながらの感が拭えないが東北地方はも

のづくり の拠点であったことへの再認識である。第二に

は地震などよりサプライチェーンの脆弱さが改めて暴
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図 4に示した我が国目しなければならないことは，露されたことで，今までの地震による終験が全くと言っ

とりわけいわゆる生産年人口 ~)J怯の推移である~ )。ていいほどに生カ、されなかったことは技念である。さら

の減少は憂慮しなければな らない。齢 (15-64歳)に第二として原了力発電所の崩壊，作 11ーによるエネルギ

周知lのように経済成長率は人口の増加率と一人あた一問題の再考が挙げられる。我が同P託業における原子力

りのGDPの伸び率に依存している。従って現在の経発電による依{-{度の高さと再生可能エネルギーへの代

済成長率を維持するためには新たなものづくりの仕替の遅延はことさら重大である。他)j，生産のグローハ

このための解決策に組みを考えなければならない。匡12に示すような今後ル化に伴う新たな課題として，

はいくつかあろうがなかでも労働参加率のアップとの卒業展開に向けた新たな強みへのシフトである。図ヵ、

これらに対しては労働生産性の向上が重要で、ある。らもわかるように，競争力強化においては現在の強みで

女性と高齢者の参加を考慮しなければならないでああるえ|ミPT:技術ヵ、ら，製品の開発， マーケッティ ングある

ろう。加えてさらなる自動化の促進などが考えられ
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いは販売へのシフ トが求められているが。

【図表1-17我が国製造業の現在の強み
と今後の事業展開に向けた強化項目】
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3.4 現在の強みや綬争力(n=2，675)

2.2 今後強化したい点(n=2.871)
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アフヲーサービス

その他

図4

求め られる強化項目図2

以ヒ述べた様に多くの課題を克服しつつ新たな H

新た本明ものづくりの創成を考えねばならないが，エネルギーや成境関連の新さらに|送13に示すように，

なものづくり を考える上でも， ものづくりにおいて機たな製品の1J~13E も求められている 1 ) 。

【図表2-34次世代産業の見通し】

・軍参入清み(車車は現状程度を経持) ・参入酒み{今佳、車聾1Jj;丈の予定}

・宅参入に向けて具体的に活動中 n=2102 

能や仕様より主観的な「意味的価値」が重要であるとす

る延liTi)の主張は大きな不峻を含んで、いる 5)。市場ではス

マー卜フォン，家電製品の多く は仕様や機能の高度化と

共に闘争:の好みや感性といった主観的な価値への意味

づけが大きいとされている。日本企業の弱点である 11向

性能 ・而品質であれば売れる」からの脱却が求められる
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ところである。

次
世
代
ロ
ボ
y
ト

健
康
福
祉
俄
器

ムーブメントメイ力一3， 

3Dプリンターに代表されるデジタルなもの近イ|三，

燃
料
電
池
(車
載
用
除
く
)

航
空
峨・
宇
宙
関
連
製
品

か

水

処

理

咋

燃
料
電
池
自
動
車
宗
門
〈
)
恥
r省業産済経

↓述。
車資

情
報
家
電

省
エ
ネ
・工コ
住
宅

農
林
業
関
連
製
品

医
療
機
器

電
気
自
動
車
(m
〈
)

ハ
イ
ブ
リ
ソ
ド
自
動
車
宝
〈
)

太
陽
光
発
電
・
太
陽
電
池

。

この先鞭を付けた~ Hn のづくりが話題を集めている。

著者

は「ワイアー ド」誌米国版編集長を務めたジャーナリス

木がある。同5に/J"した IMAKERSJで、ある“)。
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次世代産業の見通し

我が国における今後のものづくりにおいて特に注

[_g[ 3 
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卜であるが，個人がものづくりの主役となれる新たなも

のづくりの姿を示しており我が国のものづくりを考え

る上でも大きな示唆が得られる本である Q
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図5 デジタルなものづくり IMAKERSJ

内容を概観すると以下の様である。ものづくりは

国家の基本であると説くコさらに，新産業革命が起

こる。これは，デジタル ・マニュファクチャリング

とパーソナノレ ・マニュファクチャリングの融合した

形態であり，自宅の工房でデスクトップの仁作機械

により数 100から数 1000個の生産が可能であ

る。またクラウドの利用によりオープンなソフトと

ハードの環境が実現される。これによって誰もがオ

ープンなプラットフォームを用いてものづくりが可

能な時代が到来した。これがメ イカー ムーブメン

卜と呼ばれるものである。製造業の未来についても

言及しており，製品開発ではイノベーションを促す

文化に有利に働く協創やコミュニティによる開発を

大事にする会社が勝つであろう。製造面ではオート

メーションの拡大と高度化により欧米とアジアが同

じ土俵で戦えるようになる。長くて脆し、サプライチ

ェーにかかるコストの増大は調達の見直しがなされ

るであろう。より多くの人が多くの場所でより多く

のニッチに注目し，より多くのイノベーションを起

こす。

以上述べたような企業の総和がものづくりの世界

を再構築するとしている。

IMAKERSJで述べられていることは既に我が国

おいても裾野が広がりつつある。特に 3Dプリンタ

ーが個人で購入可能なところまで来ている事実はこ

の傾向に拍車をかけている。これによって我が国の

ものづくりの仕組みが大きく変わることにはならな

いと考えるが， 医療など新たな分野への積極的な展

開が期待させる。さらに 3Dプリンターは新たな人

工物創成の有力なツールとなるであろう。

4 生産文化の導入

4. 1 生産文化

「生産文化」に関する分野の研究は 1990年代初頭

において特にドイツを中心iこなされてきたが，その定義

は次のように安約できょう。すなわち I生産技術とそ

れをとり巻く風土・文化との対等な融合領域に関わる学

術 ・技術で， 気候や土質，メンタリティ，歴史的背景や

地政学([引~1})J~i、を含んでいる J であるï)。これはものづく

りにおいては，生産技術はもとよりそれを支える地域あ

るいはそれを利用する地域の文化の関わり方が重更で

あるとの悦点で、ある。このことは先に述べた製品の「意

味的価値Jj)'重要であるとする指向と極めて近い。これ

からの我が国のものづくりを考える卜で独自の「生産文

化j の有[1成を基盤としなければならないであろう。

4. 2 日本伝統工芸の価値観

前項でλ!-:il王丈化は生産技術とマインドセットの融合

で成り 立つことを述べた。それで、はマインドセットに関

わる日本の伝統工芸の価値観とは何であろうか。これを

考える|二て、まず外国人による我が国に対するものの見

方は大きな参考となる。東京大学の教授と して明治期に

アメリカ より招鴨され大森貝塚の発見者として知られ

るEモースは，彼の滞在中の 日記「日本その 日その日」

の中で I・・ ・・衣服の簡素，家庭の整理，周囲の清

潔， 自然および自然物に対する愛，あっさりして魅力に

富む芸術， 主i士重)jの礼儀正しさ，他人の感情についての思

し、やり ・・・・・ 日本人は生まれながらに持っているら

しいJと述べている 8)。 日本文学に造詣の深い東洋大学

ハU『，E4
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名誉博 1::の卜、ナル 1，'・キーンは東|イ本大震災におけるコ

メントの中で「日本的な動さ」との表現で復興がなされ

ることを語っているリ)。 またケニア，''-1身の女性52境保護

活動かとして 2004年にノーベル平和賞を受賞した

ワンガリ ・マータイは，来日して「もったいないj とい

う言葉に感銘し，環境保護の 111:界共通語として

IMOTTAINAIJを提唱した。「もったいなしリの73、|味

するところは， 3R (リユース， リサイクル， リデュー

ス)十発生同避+修理であるとして H本人の有する中I'fj.f!'

性に敬意を示した lOLこれらと比較して対照的なのは

東洋大学の学祁井ヒ円「は， ~本の特性として 11 川、人

の短所は，身体も性質も何でも小さいこと」として， il次

に遠大の思想、を養成することの必盟性を説いている 111。

外国人カミら見た H本あるし、はH本人の特性に関しては

興味深いものがある。古来からの我が国の伝統 L塾に見

る様々な価値観は外国人から見た柏村叶生の一対jl;をJj_l見

化していると言えよう。

初[1宗悦によれば 「用と美(J刊の夫)Jについて， iii な

る物的用あるいは機能美ではなく物心への用と11の11日

い工整は美の無い工墓であると述べている 1，， ) 0 l:::l本)J

に見られる削ぎの技は「用と美」の極致とも言えよう。

また，I止阿弥が能の世界において述べたと される 「守 ・

破 .iljjtJ I 1)は茶道，武道においても同様に伝統を守る

大切さとともに既存の型を破り(プレークスルー)新た

なものを創造する(イノベーション)重要性を説し、てい

る。さらに日本人の特異なと ころは，神道，儒教，仏教，

キリスト教など柔軟な価値の多様性を備えていること

も挙げられる。

我が固においては「巧みの技Jで代表される優れた熟

練技能者によって最先端技術を支える部品の一部が作

られている ことは良く知られているが，近年その出li，TJkが
危ぶまれていることは憂慮される。最近注目された

「お ・も・て ・な ・しJの精神もまたものづくりにおけ

るサービスの在り方を再考させ，製品の 「意味|下J{i川和町」

の付与につながるであろう。

我が国伝統工芸のもつ価値観や日本人の自然観や倫

理観さらに精神性を基盤とした新たな「生産文化jの創

出が重要である。

5目 レジリエント(復元力のある)なものづくり

機械の設計あるいは生産システムを構築する際にレ

ジリ エンス(resilience)・エンジニアリングの概念を導

入することは従来ほとんどなされなかった。 なぜなら

剛性やロハスト性といった概念は重要視させるものの，

冗長性，多様性，安全マネジメントといった概念はあま

り考庖させてこなかった。レジリエンスとは，ある定義

によれば生産性，経済性の低下，非定常状態に陥ったシ

ステムを凶i主させる柔軟なプロセスを創成することと

される 1~ I。東日本大震災後，レジリエンスの概念、が注

目されているが新たな日本型ものづくりシステムを梢

築するにおいてレジリエンスの考え方はキーテクノロ

ジーのーっとして考慮されなければならない。新たなも

のづくりシステムを設計するうえで我が国固有の倫理

観，イ!ili値観，自然観を基盤としたレジリエン卜なものづ

くりのしくみが望まれる。

6，おわりに

冒頭でも述べたように，我が国のものづくりは「高性

能 ・高品質であれば売れる」からの脱却と「新たな製造

基盤の間築」が求められると同時に東H本大震災後の新

たな ~I 本型ものづくりの創生が大きな課題となった。

東H本大震災は新たな生産文化のイ1'1;築を模索させる

とともにレジリエン卜なものづくりの必要性も同時に

求められた。これらに対応するために我が国伝統工芸の

{!ili値観や|オ本人の自然観や倫理観さらに精神性を基盤

とした新たな「生産文化Jの創出が重裂である ことにつ

いて考察した。これからの我が国のものづくりにおいて

は，単に出度な技術のみではなく新たなマイン ドセ ット

を加味することにより新しい「意味的作11値jを付与して

し、かねばならない。我が国における新たなものづくりの

シナリオを創るためには知の集積としての産学官連携

を深めることが極めて大事である。 そこから生まれる

持続日[能性を有するイノベーティブなものづくりは世

界に通用するであろう。
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